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研究成果の概要（和文）：本計画研究は、BH連星合体からの重力波の先進的なデータ解析手法を開発すること
で、重力理論の検証、BH時空の理解、BH連星進化の理解を進展させることを研究目的とする。重力波で検出され
た多数の連星ブラックホール合体イベントに関係し、新しい重力理論のテストを提案し解析結果を発表した。加
えて、ブラックホールの固有振動の様々な解析手法の比較検討を行った。他の計画研究との共同研究としては、
C01班と共同で重力崩壊型超新星爆発からの重力波についてHilbert-Huang変換を用いた解析手法を提案した。ま
た、将来の宇宙重力波干渉計ネットワークも見据えて、mHz帯での背景重力波探査に関する成果も挙げた。

研究成果の概要（英文）：The objective of this project research is to develop advanced data analysis 
methods for gravitational waves from BH binary mergers in order to test gravitational theories, and 
to advance our understanding of BH spacetime and BH binary evolution. In relation to a number of 
binary black hole merger events detected by gravitational waves, new tests of gravity theory were 
proposed and the results of the analysis were presented. In addition, a comparative study of various
 analytical methods for the intrinsic oscillations of black holes was carried out. In collaboration 
with the project research C01, an analytical method using the Hilbert-Huang transform was proposed 
for gravitational waves from gravitational collapse at supernova explosions. Results on background 
gravitational wave searches in the mHz band were also made, with a view to a future space 
gravitational wave detector network.

研究分野： 宇宙物理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
BH連星からの重力波データから物理情報を最大限引き出すための新しい解析手法の実現には、重力理論の拡張に
よる重力波波形の違い、および、天体周囲の環境による重力波波形の違い、について理論的な理解を深め、観測
と比較可能な重力波波形を導出する必要がある。加えて、非定常・非ガウスノイズを持つ重力波検出器の実際の
データから情報を引き出すためには、最適なデータ解析手法と解析プログラムの開発をおこない、実際の重力波
データに適用することが必須である。これらを計画研究全体で協調して進めることにより、重力波データ解析に
おける日本の存在感を示した。また、データ解析を中心的に進める若手研究者の育成にも貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１. 研究開始当初の背景 

 

LIGO の観測により BH連星の存在が直接確認され、これまでにない強い重力場での物

理現象の検証が可能となってきた。一方で、一般相対性理論がどこまで正しいのかを検

証することは重力波物理学の基礎物理への貢献として需要な中心的課題のひとつであ

る。BH連星の合体は、物理的不定性も少なく、強い重力場での理論検証にとって理想的

な現象である。加えて、今後、本格的に KAGRA と LIGO/Virgo との間でのデータ共有が

進み、多数の同様のイベントの検出が期待される。 

 

２. 研究の目的 

 

本計画研究では、BH 連星合体からの重力波の先進的なデータ解析手法を開発する

ことで、重力理論の検証、BH 時空の理解、BH 連星進化の理解を進展させることを研

究目的とする。 

該当研究分野は重力波直接検出にもとづく最先端の研究領域であり、国際競争も激

しい。その中で優位に立つためには、重力波観測データ解析が重力理論や BH 連星合

体における理論に立脚して行われる必要がある。その実現のために、理論研究者と観

測データ解析を行う研究者が互いに密な連携を保ち、重力波データから最大限の物理

情報を引き出す。  

 

３. 研究の方法 

 

ノイズを多く含む重力波波形を一般相対論の予言と比較しているだけでは一般相

対論からのずれが存在したとしても見落とされる可能性がある。したがって、上記の

目的である BH 連星からの重力波データから物理情報を最大限引き出すための新しい

解析手法の実現には、(a)重力理論の拡張による重力波波形の違い、および、(b)天体

周囲の環境による重力波波形の違い、について理論的な理解を深め、観測と比較可能

な重力波波形を導出する必要がある。加えて、非定常・非ガウスノイズを持つ重力波

検出器の実際のデータから情報を引き出すためには、(c)最適なデータ解析手法と解

析プログラムの開発をおこない、実際の重力波データに適用することが必須である。

これらを、括隔週毎のミーティングを通じて密接な連携を保ち、A02 の拡張重力理論

等に関する新しい知見も取り入れ、計画研究全体で協調して進める。さらに、蓄積さ

れる重力波データを利用して統計的な議論をおこない、A03 との共同で BH 連星の形

成理論に対しても重力波による制限を与える。 

 

４. 研究成果 

 

重力波で検出された多数の連星ブラックホール合体イベントに関係する成果： 

本領域の期間内に 80 以上の連星ブラックホール合体イベントが重力波により観測さ

れた。これらに関する重力波データ解析の研究成果として、LIGO/Virgo によって報告さ



れた連星ブラックホールイベントを用い、LIGO/Virgo が行っていない新たな重力理論

のテストをおこない解析結果を発表した。LIGO/Virgo は理論モデルの予測に依存しな

いテストを優先しておこなっている。これに対して、本研究では物理的に強く動機づけ

られた拡張重力理論のモデルを取り上げ、モデルに即した重力波波形を理論的に予測し、

その波形予測にもとづく独自の解析を行うことにより、複数の意味のある新しいモデル

に対する制限を得た。 

また、連星ブラックホール合体後に形成される天体がブラックホールと異なる場合、

合体後に重力波エコー信号が生じる可能性がある。二種類のモデル波形を用い、第三観

測期間で観測された連星ブラックホール合体イベントのデータを用いて重力波エコー

信号の探索を行なったが、どちらのモデルにおいても有意な信号の不在を明らかにした。

一方のモデルは物理的には不自然なものだがO2までのデータでは有意な信号の存在を

示した。O3 のデータも加えた解析により信号の有意性は格段に小さくなった。 

 

ブラックホールの固有振動の解析手法の比較検討 

連星ブラックホール合体の最後には、１つのブラックホールが形成され、重力波の

波形としては「リングダウン」と呼ばれる減衰波形が観測されると考えられる。この波

形はブラックホール時空の線形摂動理論から与えられ、一般相対性理論によれば、最終

的に形成されるブラックホールの質量と回転角運動量によって決まり、周波数と減衰定

数が対応して決まる。もし真の重力理論が一般相対性理論でなければ、異なる波形にな

ると考えられる。先行研究では、連星ブラックホールが合体する直前の波形で重力波波

源のパラメータを求め、リングダウン波との無矛盾性を調べる方法、および一般相対性

理論からつくられたリングダウン波形と実データとの相関を調べる方法が適用されて

いる。しかし、どちらももし真の重力理論が異なるものであれば、それを特定できるも

のではない。リングダウン波を実データから抽出することが直接できれば、本当の意味

での重力理論の検証が実現できることになる。 

地上重力波干渉計で観測されるブラックホール合体現象では、ブラックホール質量

が 10--200 太陽質量程度のものがターゲットとなっている。典型的なブラックホールの

場合（60 太陽質量で、角運動量が最大値の 75%程度）、リングダウン波は、300Hz の周

波数で減衰定数は 3。7m 秒となる。これは非常に短時間で減衰する波であり、リング

ダウン波そのものを抽出することそのものが難しいものだった。我々は、ヒルベルト・

ファン変換（HHT）、自己回帰法（AR）、機械学習など新たな方法によって、このリン

グダウン波形を抽出する技法を開発した。様々な手法の性能を比較した結果、標準的な

マッチドフィルタリングによるパラメータ推定に迫るような性能を、機械学習の方法や、

自己回帰モデルを用いた手法でも発揮できることを示した。 

また、現在までの（O3b までの）観測で 80 例の連星ブラックホール合体が観測され

ており、我々は、これらの実データから「リングダウン」波形の抽出と一般相対性理論

の検証を試みた。その結果、(a) シグナル・ノイズ比が 15 以上のデータであれば、リン

グダウン重力波が抽出可能であること。(b) リングダウン波の周波数は、LIGO-Virgo-

KAGRA グループが提示しているブラックホール質量と角運動量と無矛盾であること、

(c) 高周波モード、倍音モードと呼ばれるリングダウン波のモード抽出は、現時点まで

のイベントデータでは難しいこと、などを報告している。 

 



C01 班と協力した重力崩壊型超新星爆発からの重力波について Hilbert-Huang 変換（H 

HT）を用いた解析手法の提案 

超新星爆発からの重力波の解析では、観測データの時間-周波数解析がその出発点と

なるため、時間-周波数マップを精度よく描くことが重要である。これまでの短時間フ

ーリエ変換、ウェーブレット変換やその改良版を用いた時間-周波数解析では、いわゆ

る時間精度と周波数精度のトレードオフにより精度が限定されていた。一方、HHT は、

時間精度と周波数精度のトレードオフの影響を受けない。HHT は、経験的モード分解と

Hilbert スペクトル解析の 2つの要素からなる。これにより、実数の時系列データであ

る実信号から Hilbert 変換を用いて複素信号を構成することによって、瞬時振幅、瞬

時周波数を求められる。しかし、一般に、時系列データに複数の振動モードが含まれて

いると、これらの物理的意味の乏しいものになりがちだが、時間に対して局所的に単一

モードで振動する信号である固有モード関数に分解することで改善される。 

重力崩壊型超新星爆発から放出される重力波には、さまざまなモードが存在し、そ

れぞれのモードを詳細に解析することが難しかったが、HHTを用いてこれらのモードを、

高い時間-周波数分解能にて解析することが可能であることを示し、さらに、瞬時周波

数を解析することで、それぞれの重力波の周波数モードの抽出とその時間変動の有無を

推定する方法を提案した。  

 

将来の宇宙重力波干渉計ネットワークによる mHz 帯での背景重力波探査に関する成果： 

LISA 単体では地上干渉計ネットワークと異なり、相関解析により等方的な重力波を

検出できない。しかし、Taiji など他の宇宙重力波干渉計の実現可能性が高まったこ

とにより、見通しは大きく変わってきた。そこで、LISA と Taiji のネットワークに存

在する 2つの対称性を活用することで、重力波の偶奇モードを幾何学的に効率よく分

離できることが示した。一方、LISA と TianQin のような一般的な干渉計のネットワー

クでは、上記の 2つの対称性のうち、1つしか利用することができない。二本目の論

文では、検出器テンソルを直接使用せずに、この利用可能な対称性を駆使して、等方

的な重力波背景に対するネットワークの感度を評価するための簡単な表式を新たに導

出した。そして、LISA-TianQin の組み合わせを含む様々な潜在的な検出器の組み合わ

せに対して、期待されるネットワークの感度を具体的に評価した。 

これらの研究成果は、重力波背景検出とその偏波モードの探査において大きな進展

をもたらしている。背景重力波観測は基礎物理学において重要な影響を持つ可能性が

あり、今後の研究や実験において、これらの研究成果は貴重な知見となる。 
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Dark Odyssey 2020: Gravitationa-Wave Probes of Dark Universe（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名
Third Annual Area Symposium "Gravitational wave Physics and Astronomy: Genesis"（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

"Testing gravity using gravitational waves"

"Testing gravity using gravitational waves"

Overview of A01 "Testing gravity using gravitational waves"

Status report of A01 "Testing gravity using gravitational waves"

 １．発表者名

 １．発表者名
Takahiro Tanaka

Area Workshop 2020 Winter（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

青山学院大学　講演会（招待講演）

林忠四郎記念講演会（招待講演）

GR22-AMALDI13（国際学会）

田中貴浩

田中貴浩

Naoki Seto

Naoki Seto

The Evolution of Massive Stars and Formation of Compact　Stars: from the Cradle to the Grave（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ブラックホールの音 時空のささやきを聞く

重力波で拓かれる宇宙像

The Search for Extra-Galactic Intelligence Signals Synchronized with Binary Neutron Star Mergers

The Search for Extra-Galactic Intelligence Signals Synchronized with Binary Neutron Star Mergers Dynamics of Compact Objects



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

GR22, Amaldi13, Valencia, Spain（招待講演）（国際学会）

GR22, Amaldi13, Valencia, Spain（国際学会）

LIGO-Virgo collaboration meeting (or here) at Warsaw, Poland（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

The 6th KAGRA International Workshop, Wuhan, China（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Comparison of various methods to extract ringdown frequency from gravitational wave data

Status of KAGRA

Brief Introduction of KAGRA collaboration

Latest status of KAGRA

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会秋季分科会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

YITP long-term workshop "Multi-Messenger Astrophysics in the Gravitational Wave Era" at Kyoto U（国際学会）

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

真貝寿明

Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop, The University of Tokyo, October 14-17, 2019.（国際学会）

LIGO-Virgo-KAGRA collaboration meeting（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Ring-down GW wave search using Auto-Regressive model

Ring-down waveform extraction by Auto-Regressive approach

Status of KAGRA

自己回帰モデルを用いた重力波データ解析(2)：LIGO/Virgo O2までのカタログデータの解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 14th International Conference on Innovative Computing, Information and Control (ICICIC2019)（国際学会）

The 29th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG)（国際学会）

Multi-dimensional Modeling and Multi-Messenger observation from Core-Collapse Supernovae (4M-COCOS)（国際学会）

Hiroyuki Hayashi et al.

Mei Takeda et al.

Mei Takeda et al.

Mei Takeda et al.

2019 Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop (GWPAW2019)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A Basic Study of Noise Reduction on the Analysis of Burst Gravitational Waves by Direct and Parallel Denoising Autoencoder

Data Analysis of Gravitational Waves from the SASI mode in a Core Collapse Supernova with Hilbert-Huang Transform

Data Analysis of Gravitational Waves from the SASI mode in a Core Collapse Supernova with Hilbert-Huang Transform

Data Analysis of Gravitational Waves from the SASI mode in a Core Collapse Supernova with Hilbert-Huang Transform



2019年

2019年

2019年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Multi-dimensional Modeling and Multi-Messenger observation from Core-Collapse Supernovae (4M-COCOS)（国際学会）

2019 Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop (GWPAW2019)（国際学会）

日本物理学会（春）

 ３．学会等名

Ryo Negishi et al.

上島元 他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ryo Negishi et al.

Ryo Negishi et al.

The 29th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Extraction of gravitational waves from SASI with Hilbert-Huang Transform

深層学習を用いた突発性ノイズの原因探索に関する研究

Extraction of gravitational waves from SASI with Hilbert-Huang Transform

Extraction of gravitational waves from SASI with Hilbert-Huang Transform

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 23rd KAGRA face-to-face meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会（春）

布目喜裕 他

武田芽依 他

武田芽依 他

Ken-ichi Oohara

日本物理学会（春）

日本物理学会 新潟支部例会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

NHAによる時間周波数解析とディープラーニングを用いたノイズ環境下における重力波検出に関する研究

Hilbert-Huang変換を用いた重力崩壊型超新星爆発のSASI由来の重力波解析

Hilbert-Huang変換を用いた重力崩壊型超新星爆発のSASI由来の重力波解析

Status of Computing and Software Working Group

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 23rd KAGRA face-to-face meeting（国際学会）

The 23rd KAGRA face-to-face meeting（国際学会）

日本物理学会 2019年秋季大会

Ryo Negishi

Mei Takeda

大原謙一

武田芽依

日本物理学会 2019年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Extraction of gravitational waves from SASI with Hilbert-Huang Transform

Data Analysis of Gravitational Waves from the SASI mode in a core collapse supernova with the Hilbert-Huang Transform

KAGRA観測運転に向けたデータ解析計算機資源とソフトウェアの整備

Hilbert-Huang変換を用いた,重力崩壊型超新星爆発のSASIモードからの重力波に対するデータ解析



2019年

2019年

2019年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Multi-dimensional Modeling and Multi-Messenger observation from Core-Collapse Supernovae(4M-COCOS)（国際学会）

The 24th KAGRA face-to-face meeting（招待講演）（国際学会）

子情報通信学会 ニューロコンピューティング研究会

 ３．学会等名

Ken-ichi Oohara

林滉之 他

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ryo Negishi

Mei Takeda

Multi-dimensional Modeling and Multi-Messenger observation from Core-Collapse Supernovae(4M-COCOS)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Security and Usage of Computer Resources, Data and Network

L2正則化を導入した直並列型 Denoising Autoencoder を用いたバースト重力波解析におけるノイズ除去の基礎的検討

Extraction of gravitational waves from SASI with Hilbert-Huang Transform

Data Analysis of Gravitational Waves from the SASI mode in a core collapse supernova with the Hilbert-Huang Transform

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Area Workshop 2020 Winter of the innovative area（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop（国際学会）

Nami Uchikata

Nami Uchikata

内潟那美

Nami Uchikata

JGRG20（国際学会）

日本物理学会秋季分科会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Searching for echo signals from binary black hole mergerrs

Reanalysis of GW170817 using several waveform models

KAGRAアップグレードに向けたブラックホール準固有振動解析

Searching for gravitational wave echoes from binary black hole mergerrs

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Gravitational wave physics and astronomy: Genesis, Third Area Symposium（国際学会）

APS April Meeting（国際学会）

GR22（招待講演）（国際学会）

Nami Uchikata

Kent Yagi

Kent Yagi

Kent Yagi

GR22（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Searching for gravitational wave echoes from binary black hole mergerrs

Gravitational-wave Tests of General Relativity: Present & Future

I-Love-Q

Constraining Nuclear Matter Parameters with GW170817



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Merging Visions: Exploring Compact-Object Binaries with Gravity and Light（招待講演）（国際学会）

Recent Progress in Relativistic Astrophysics（招待講演）（国際学会）

TeVPA 2019（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kent Yagi

Kent Yagi

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kent Yagi

Kent Yagi

GWPAW 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Probing Extreme Gravity with Gravitational Waves

Probing Extreme Gravity through Gravitational-wave Observations

Gravitational-wave Tests of General Relativity: Present & Future

Tests of Gravity with NS Mergers

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 6th KAGRA International Workshop（招待講演）（国際学会）

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

GR22/Amaldi13（国際学会）

RESCEU summer school（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

KAGRA scientific contribution to the global detector network

Testing gravity at cosmological distance with GW propagation

All-sky distribution of stellar-mass binary BH mergers

ブラックホール連星からの 重力波と高エネルギー天体現象 との全天相関解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Yukawa International Seminar (YKIS) 2019（国際学会）

29th JGRG（国際学会）

APCTP Workshop: Gravitational-Wave Cosmology（国際学会）

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

Atsushi Nishizawa

APCTP Workshop: Gravitational-Wave Cosmology（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Identifying the host-galaxies of binary black holes with multi-messenger observations

Observational predictions of the viable generalized scalar-tensor theory

Observational predictions of the viable generalized scalar-tensor theory

Tests of gravity with gravitational waves



2020年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

22nd International Conference on General Relativity and Gravitation13th Edoardo Amaldi Conference on Gravitational Waves（国
際学会）

日本物理学会 2019年秋季大会

GWPAW2019（国際学会）

 ３．学会等名

山田 慧生

Kei Yamada

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Atsushi Nishizawa

Kei Yamada

Innovative Area Gravitational Wave Physics and Astronomy: Genesis, The Third Annual Area Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Testing massive-field modifications of gravity via gravitational waves

More on the tests of gravity using gravitational-waves data

Cross-correlating the angular distributions of binary black holes and electromagnetic counterparts

More on the tests of gravity using gravitational-waves data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Gravitational wave physics and astronomy: Genesis The Third Annual Area Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JGRG29（国際学会）

Kei Yamada

Kei Yamada

Kei Yamada

Kei Yamada

KAGRA F2F meeting（国際学会）

Gravitational wave physics and astronomy: Genesis Area workshop 2020 Winter（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Testing Parity Violation of Gravity via Gravitational Waves

More on the tests of gravity using gravitational-waves data

Model-independent test of parity-violating gravity

Testing Parity Violation of Gravity via Gravitational Waves

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第75回年次大会

2018 Second international workshop "Particles, Gravitation and the Universe"(PGU 2018)（招待講演）（国際学会）

IBS Workshop on Prospects of Particle Physics and Cosmology（招待講演）（国際学会）

山田 慧生

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

5th Korea-Japan Workshop on Dark Energy: Starobinsky's Universe（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Testing parity-violating gravity via gravitational waves

"Testing gravity theory using gravitational waves"

"Testing gravity theory using gravitational waves"

"Testing gravity theory using gravitational waves"



2018年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Area workshop of innovative area "GW Genesis"（国際学会）

日本物理学会（招待講演）

DECIGO workshop

 ３．学会等名

田中貴浩

田中貴浩

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

AVENUES OF QUANTUM FIELD THEORY IN CURVED SPACETIME（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

重力波輻射反作用の数理：LISA-DECIGOによる連星からの重力波観測の時代に向けて

DECIGOと地上重力波干渉計のシナジー効果

"Gravitational waves from BH mergers as a new probe of physics"

What is the next step of A01?

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
GWPAW 2018（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Second Area Symposiu of innovative area "GW Genesis"（国際学会）

Takahiro Tanaka

Naoki Seto

Naoki Seto

Naoki Seto

MG15（招待講演）（国際学会）

JGRG28（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

A01 Status Report

Forecasting Tidal Disruption Events by Binary Black Hole Roulettes

Eccentricity evolution of stars around shrinking massive black hole binaries

Search for Extra-Galactic Intelligence Signal Synchronized with a Binary Neutron Star Merger

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会春季大会

The 4th KAGRA International Workshop（国際学会）

Deciphering multi-Dimensional nature of core-collapse SuperNovae via Gravitational-Wave and neutrino signatures (SNeGWv2018)
（国際学会）

瀬戸直樹

Ken-ichi Oohara on behalf of KAGRA collaboration

Yuta Hiranuma, Yukinobu Watanabe, K.Oohara, H.Takahashi, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada,
T.Takiwaki, S.Tsuchida, T.Yokozawa

Yukinobu Watanabe,  Y.Hiranuma, K.Oohara, H.Takahashi, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada,
T.Takiwaki, S.Tsuchida, T.Yokozawa

Deciphering multi-Dimensional nature of core-collapse SuperNovae via Gravitational-Wave and neutrino signatures (SNeGWv2018)
（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

スペース重力波アンテナDECIGO計画(101) ：DECIGOのサイエンス

KAGRA data management : Summary of Phase-I and status

Data Analysis of Gravitational Waves from Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform (I)

Data Analysis of Gravitational Waves from Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform (II)



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 28th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG28)（国際学会）

JSI Workshop 2018: Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop (JSI-GWPAW 2018)（国際学会）

第47回 日本物理学会 新潟支部例会

 ３．学会等名

Ken-ichi Oohara, Y.Watanabe, Y.Hiranuma, H.Takahashi, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada,
T.Takiwaki, S.Tsuchida, T.Yokozawa

平沼悠太, 渡邊幸伸, 大原謙一, 神田展行, 黒田仰生, 固武慶, 酒井一樹, 坂井佑輔, 澤田崇広, 高橋弘毅, 滝脇知也, 土田怜, 端山和
大, 横澤孝章

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yuta Hiranuma, Yukinobu Watanabe, K.Oohara, H.Takahashi, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada,
T.Takiwaki, S.Tsuchida, T.Yokozawa

Yukinobu Watanabe,  Y.Hiranuma, K.Oohara, H.Takahashi, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada,
T.Takiwaki, S.Tsuchida, T.Yokozawa

The 28th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG28)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Analysis of Standing Accretion Shock Instability of Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform

重力崩壊型超新星爆発からの重力波信号に対するHilbert-Huang変換を用いたデータ解析

Data Analysis of Gravitational Waves from Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform (I)

Data Analysis of Gravitational Waves from Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform (II)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
平成30年度新潟大学公開講座開設講座（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回 日本物理学会 新潟支部例会

渡邊幸伸, 平沼悠太, 大原謙一, 神田展行, 黒田仰生, 固武慶, 酒井一樹, 坂井佑輔, 澤田崇広, 高橋弘毅, 滝脇知也, 土田怜, 端山和
大, 横澤孝章

大原 謙一 on behalf of the KAGRA Collaboration

大原 謙一

大原 謙一

第74回日本物理学会年次大会

平成30年度先端科学技術活用講座（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Hilbert-Huang変換を用いた超新星爆発におけるStanding Accretion Shock Instability からの重力波解析

KAGRA Algorithmic Library (KAGALI) の開発

重力波観測とデータ解析

先端科学技術で探る最新宇宙像

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

LIGO-Virgo collaboration meeting_at Milwaukee, USA（国際学会）

The 5th KAGRA International workshop（国際学会）

JGRG28（国際学会）

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

真貝寿明

天文学会2018秋

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Status of KAGRA

Summary of KIW5

INO: Interplanetary Network of Optical Lattice Clocks

銀河中心ブラックホールの合体形成モデルと重力波観測



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fifteenth Marcel Grossmann Meeting - MG15_（国際学会）

Fifteenth Marcel Grossmann Meeting - MG15_（国際学会）

Fifteenth Marcel Grossmann Meeting - MG15_（国際学会）

 ３．学会等名

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

 ２．発表標題

 ２．発表標題

真貝寿明

Hisaaki Shinkai

物理学会2018秋

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Autoregressive Approach to Extract Ring-down Gravitational Wave of Black-hole Merger

Gravitational-wave detector using optical lattice clocks in space

自己回帰モデルを用いた重力波データ解析：ブラックホール合体のリングダウン波形の抽出

Nonlinear Dynamics in the Einstein-Gauss-Bonnet gravity

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第47回 日本物理学会 新潟支部例会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The second annual symposium of the innovative area "Gravitational wave physics and astronomy: Genesis（国際学会）

Hisaaki Shinkai

Hisaaki Shinkai

高橋弘毅

高橋弘毅

The second annual symposium of the innovative area "Gravitational wave physics and astronomy: Genesis（国際学会）

先端データサイエンス講演会, 豊橋技術科学大学（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Comparison of various methods to extract ringdown frequency from gravitational wave data

Autoregressive Approach to Extract Ring-down Gravitational Wave of Black-hole Merger

データ駆動型科学の取り組み：重力波天文学から教育サポートまで

大型低温重力波望遠鏡 KAGRA の現状

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 28th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG28)（招待講演）（国際学会）

2018 Gravitational Wave Physics and Astronomy Workshop (GWPAW2018)（国際学会）

日本物理学会（春）

Hirotaka Takahashi

H.Takahashi, Y.Hiranuma, Y.Watanabe, K.Oohara, K.Hayama, N.Kanda, K.Kotake, T.Kuroda, K.Sakai, Y.Sakai,T.Sawada, T.Takiwaki,
S.Tsuchida, T.Yokozawa

柳澤健太, 西尾卓朗, 小野勇太, 長谷川昌也, 廣林茂樹, 田越秀行, 成川達也, 内潟那美, 高橋弘毅

林滉之，酒井一樹，高橋弘毅，大前佑斗

電子情報通信学会 ニューロコンピューティング研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Status of KAGRA and KAGRA data analysis

Data Analysis of Gravitational Waves from Core Collapse Supernovae with Hilbert-Huang Transform

機械学習を用いた重力波のNHA解析結果のスペクトルクラスタリングの検討

直並列型Denoising Autoencoderを用いたバースト重力波解析におけるノイズ除去の基礎的検討



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MOGRA 2018（招待講演）（国際学会）

日本物理学会秋季大会

研究会「弱値・弱測定の展望」

 ３．学会等名

西澤篤志

西澤篤志

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西澤篤志

Atsushi Nishizawa

新学術領域「重力波創世記」01 discussion meeting

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

重力波観測による宇宙論的距離での等価原理の検証

重力波測定と弱測定

連星系からの重力波による偏極モードの探査

Test of gravity with gravitational wave observations

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 4th KMI International Symposium (KMI2019)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

DECIGO ワークショップ

西澤篤志

Atsushi Nishizawa

西澤篤志

Atsushi Nishizawa

The second annual symposium of the innovative area "Gravitational Wave Physics and Astronomy: Genesis（国際学会）

第 31 回理論懇シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

DECIGO による宇宙論的距離での重力理論の検証

Statistically identifying the host-galaxy properties of stellar-mass BBH

重力波による宇宙論的距離での等価原理の検証

Cosmological test of gravity with gravitational waves

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第74回年次大会（招待講演）

日本物理学会 第74回年次大会

RESCEU workshop on Space Gravitational-Wave Detection（招待講演）（国際学会）

西澤篤志

西澤篤志

Atsushi Nishizawa

Hiroyuki Nakano

第17回DECIGOワークショップ

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

重力波伝播による重力理論の検証

GW170817 によるパリティを破る重力理論への制限

Testing gravity at cosmological distance with gravitational waves

Multiband gravitational-wave astronomy: Observing binary inspirals



2018年

2018年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

28th workshop on General Relativity and Gravitation in Japan（国際学会）

日本物理学会 第74回年次大会

Space Gravitational-Wave Detection（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

佐合紀親

Norichika Sago

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hiroyuki Nakano

Norichika Sago

日本物理学会2018年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ブラックホール時空を運動するスピン粒子の重力波放射：スピン2次精度の計算

Status of Japanese working group for LISA science

後期インスパイラル段階における離心率の進化について

Gravitational radiation from a spinning particle orbiting a Kerr black hole

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Numerical Relativity beyond General Relativity（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Space Gravitational Wave Detection（招待講演）（国際学会）

Kent Yagi

Kent Yagi

Kent Yagi

Kent Yagi

The 233rd AAS Meeting（招待講演）（国際学会）

CLAS Collaboration Meeting（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Probing Extreme Gravity with Gravitational Waves: Current and Future

Earth and Sky: Synergies Between LISA and 3G Gravitational Wave Detectors

Probing Nuclear Physics with Gravitational Waves

Testing GR with Gravitational Waves: Theory-agnostic or Specific Tests?

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JGRG28（国際学会）

日本物理学会第74回年次大会

21st Capra Meeting on Radiation Reaction in General Relativity（国際学会）

Nami Uchikata

内潟那美

Kei Yamada

山田 慧生

日本物理学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Analysis of echoes by a new template

ブラックホール連星合体からのエコー解析

Near-horizon behavior of the second-order metric perturbations

EMRI における二次の計量摂動とブラックホール質量の永年成長



2018年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Area workshop of innovative area "GW Genesis"（国際学会）

日本物理学会　第74回年次大会

JGRG28（国際学会）

 ３．学会等名

山本貴宏

Takahiro Yamamoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kei Yamada

Kei Yamada

The 28th Workshop on General Relativity and Gravitation in Japan（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ニューラルネットワークによる重力波データの統計誤差の推定

Data analysis of ringdown gravitational wave

Near-horizon behavior of the second-order BH perturbations

Development of testing gravity with KAGALI

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
YKIS2018a（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回情報科学技術フォーラム

山本貴宏

山本貴宏

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

日本物理学会2018年秋季大会

Gravitational wave physics and astronomy: Genesis, First Area Symposium（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ニューラルネットワークを用いたリングダウン重力波の解析

ニューラルネットワークを用いたリングダウン重力波の解析

Opening and A01 Status Report

On ringing gravitational waves from black holes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

KAGRA f2f meeting（招待講演）（国際学会）

Gravitational wave physics and astronomy: Genesis, KICKOFF workshop（国際学会）

日本物理学会秋季分科会（招待講演）

Takahiro Tanaka

Takahiro Tanaka

田中貴浩

Ken-ichi Oohara

17th KAGRA face-to-face meeting（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Targets of Innovative Area Gravitational Wave Physics and Astronomy:Genesis

A01: 重力波データ解析による 重力理論の検証

パルサー精密観測による重力理論検証

DMG subsystem report: overall and new main storage



2018年

2018年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The first annual symposium of the innovative area "Gravitational Wave Physics and Astronomy: Genesis"（国際学会）

日本物理学会

European Einstein Toolkit Workshop 2017（国際学会）

 ３．学会等名

真貝寿明

Hisaaki Shinkai

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hisaaki Shinkai

H. Shinkai

The 13th International Conference on Gravitation, Astrophysics, and Cosmology (ICGAC-XIII), Seoul, Korea（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

中間質量ブラックホール合体モデルと重力波観測

Nonlinear dynamics in Einstein-Gauss-Bonnet gravity

Gravitational waves from merging intermediate-mass black holes

Nonlinear dynamics in Einstein-Gauss-Bonnet gravity

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本物理学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 27th workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG27)（国際学会）

Hisaaki Shinkai

S. Yamamoto

Hisaaki Shinkai

真貝寿明

The 27th workshop on General Relativity and Gravitation in Japan (JGRG27)（国際学会）

International Symposium on Cosmology and Particle Astrophysics (CosPA 2017)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Event rates of gravitational waves in space-borne detectors based on a hierarchical growth model of SMBHs

Analysis of ringdown waveform using Auto-Regressive model

Intermediate-mass black holes as sources of gravitational waves

光格子時計を用いた重力波検出法の提案

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Amaldi 12（国際学会）

Stellar Dynamics in Galactic Nuclei（国際学会）

Towards Gravitational-Wave Astronomy of core-collapse SuperNovae (GWASNe2018)（招待講演）（国際学会）

Naoki Seto

Naoki Seto

Hirotaka Takahashi

Masaaki Morita; Hirotaka Takahashi

International Symposium on Cosmology and Particle Astrophysics (CosPA 2017)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Forecasting Tidal Disruption Events by Binary Black Hole Rouletts

Eccentricity evolution of stars around shrinking massive black hole binaries

Application of the Hilbert-Huang transform to the data analysis of GW from CCSN

Cosmological PPN formalism for higher-curvature gravity



2017年

2017年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Symposium on New development in astrophysics through multi-messenger observations of gravitational wave sources（国際学会）

日本物理学会（春）

日本物理学会（春）

 ３．学会等名

高橋弘毅 on behalf of the KAGRA Collaboration

酒井一樹; 大原謙一; 高橋弘毅

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masaaki Morita; Hirotaka Takahashi

Hirotaka Takahashi

Geometric Foundations of Gravity in Tartu（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

KAGRAデータ解析準備状況

重力波探査へのHilbert-Huang変換の応用：雑音に対する統計的性能評価

Post-Newtonian parameter in f(R) gravity for late-time cosmology

Analysis of Gravitational Waves by the Hilbert-Haung Transform

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Waves 2017（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会（春）

渡邊幸伸; 横澤孝章; 黒田仰生; 高橋弘毅; 端山和大; 神田展行; 固武慶; 大原謙一; 酒井一樹; 坂井佑輔; 滝脇知也; 若松剛司
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